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葉月・古染月

御前橘　 ￥22,600→￥15,800

　　　　

　　

夏本番に…

梅雨がやっとあけたと思ったらすごい暑さ

ですね。夏にお風呂などで急に水分を持

っていかれたときには炭酸水がおすすめ

です。真水より炭酸水の方が腸にスムーズ

に水分が運ばれ吸収されるのでいいそう

です。皆さんも十分に注意してくださいね。

木 1
先勝

金 2
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茶画

新作 !

トオル社長の珍道中 　
　

「令和にちなみ　天神信仰」福岡　太宰府天満宮・東京　湯島天神に行きました！

天神信仰とは、天神あまつかみに対する信仰のことでありますが、いつしか道真の神霊

に対する信仰が天神信仰として広まったようです。大宰府へ左遷された道真は失意の

うちに没した。その後京の都では、災厄や天変地異が起こり「道真の祟り」と恐れられ

た。時間とともに怨霊の働きが鎮まっていくと、道真本来の学者の才覚や文学者、政治

が思い出され、学問の神様として祭られるようになり各地に広まった。外宮神苑・勾玉

池のほとり茜社　　　　　あこねさんには明治42年合祀され道真公の御霊を牛像に入魂し

てお祀りされいる。道真が承和12年（845年）丑年生まれ、牛が神使しんしとして神その

ものと考えられ、ご利益があるとされる「撫で牛」がある神社も多い。

茜牛天神

写真①

写真①

新元号令和は、日本の古典「万葉集」序文「初春令月　氣淑風和」から引用された。この歌は、万葉集の

中で筑紫国で詠まれた歌約320首の内、大宰帥だざいのそつ、大伴旅人が催した「梅花の宴」で梅花を題材

に詠まれた32首の一文です。福岡県太宰府市にある坂本八幡宮は、大伴旅人の邸宅の所在地とされ

太宰府天満宮と共に「令和」ゆかりの地になった。天平2年(730)正月13日、筑前国主・山上憶良らと共に

この宴で詠まれた中の２首のご紹介です。「わが苑に梅の花散る久方の　天より雪の流れくるかも」大伴

  

太宰府天満宮御本殿と
心字池と太鼓橋

湯島天満宮は、古来より江戸・東京における代表的な天満宮であり、道真公を祀っている。

旧称湯島神社で、通称は湯島天神。 神紋は「加賀梅鉢紋」。加賀の前田侯は、道真を天満大

自在天神てんまんだいじざいてんじんとして祀っている。また広重の「江戸百景」画題にもなった。

また作家泉鏡花を記念して、1942年（昭和十七年）に建てられた筆塚がある。　
湯島天神

稲穂に雀茶碗　古垣嘉一

桔梗絵茶碗　福本未来

￥22,000→￥15,400

秋草色絵茶碗　与し三

￥23,000→￥15,950

旅人・「万代に年は来経とも梅の花　絶ゆることなく咲き渡るべし」筑前介佐氏子首ちくぜんのかみさしこびと

この歌にあるように、太宰府の梅は今もなお人々に愛され続けています。また道真の「飛梅伝説」は有名で、

御本殿向かって右側にその飛梅が立っている。京都から太宰府に左遷させられる時、自宅の紅梅殿で詠まれた

　「東風吹かば　匂いおこせよ　梅の花　あるじなしとて春な忘れそ」の名歌がのこる。

湯島天神の
            筆塚　

加賀梅鉢紋

令和元年　推奨商品 銘々皿・季節のお茶碗のご紹介です！　　

和田桐山　謡曲絵変菓子皿
　六客

￥20,000
　高砂　「四海浪静にて」
　猩々　「又猩々を顕れ出そう」
　　松風　「これにも月の入りたるや」
　　　鉢木　「さて松はさしもげに」
　　　羽衣　「東遊びの舞の曲」

鬼三味線　酒や遊興の類は、鬼に喰われるように身を滅ぼすという
　　　　教えにこと寄せ、すべて人間の惰情をいましめたものです。
鬼の寒念仏　鬼が僧衣をまとっている絵で、慈悲ある姿とは裏腹な
　　　　偽善者を諷刺したものです。共通する小道具を持つ。
狐女　江戸後期に生まれた絵ですが、戯絵のような諷刺画のような、それこそ狐につままれたような絵です。
 　　　三味を弾く美人の足元には尻尾が見え、心を奪われないよう気を付けるべし。
　　　「化されぬ時はあちに尾が見ゆる 化されりゃまたこちに尾が見ゆる」

￥15,000大津絵銘々皿　六客

￥70,000陶華園　萬古菊絵中皿　十客

瓢箪鯰　瓢箪鯰は江戸後期、半切和紙に描くようになってからのもので、縦にやや短い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構図になっています。

外法と大黒の梯子剃
外法げほうとは、この図では寿老人のことを指します。
長頭の寿老人の頭に梯子を掛け、禿頭を剃る大黒という図は、
最初は単純な戯画だったかもしれませんが、江戸中期頃より
諷刺画としても描かれるようになり、心学者の教えを道歌にして添
えるようになった。財（大黒）を追い求める事ばかりでは寿（寿老人）
を損ねるという意味にもとれますし、欲は程々に押さえる　（剃る）
べしともとることができ、大津絵十種にも選ばれる代表的な図柄で、
「長命を得る」効果があるとも伝えられている。

陶華園　「翠峰」森茂生　
慶応元年生まれ、大正４
年50歳の時、古萬古・有節
萬古の復興をめざし窯を
築き「陶華園』と称した。
コレクターでも有名で
あった。

9：00am       4:00pm～


